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PLC制御システムの合理化とIEC61131-3

～ 解説書の編纂ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ及び講習会 ～

PLCopen Japan

共通教育委員会 松隈 隆志
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1. JSIAとの共同研究概要

研究の概要

PLCopen Japanは，国内におけるPLCの最大ﾕｰｻﾞ団体である社団法人日本配電制御システム

工業会（JSIA）と共同で，制御システムメーカの技術課題の調査とその解決策について研究し，

その成果を共同研究報告書「PLC制御システムの合理化とIEC61131-3」として発表した．

共同研究報告書

ｵｰﾄﾒﾚﾋﾞｭｰ誌

2007.11.13号より
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1. JSIAとの共同研究概要

研究メンバー

左： 共同研究の様子

（2006.秋より約1年間活動）
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2. 共同研究内容 ～現状把握①～

背景（市場動向）

装置コストに占めるソフトウェア開発費の比率

メカからトロ（ソフト）への移行が進む

40%を超えてきた
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2. 共同研究内容 ～現状把握②～

技術課題

問題を抽出し、

分類と優先順位付け
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2. 共同研究内容 ～現状把握③～

研究報告書の骨子
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2. 共同研究内容 ～Solution①～

IEC61131-3の特長（従来PLCとの違い）
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2. 共同研究内容 ～Solution②～

変数名プログラミング

日本人は自分で決めることが

苦手？

誤り防止，可読性向上，再利用性向上
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2. 共同研究内容 ～Solution③～

POU（プログラムの部品化）
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2. 共同研究内容 ～Solution③～

POU（プログラムの部品化）

可読性向上，再利用性向上
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2. 共同研究内容 ～Solution④～

タスクの割り当て

性能・信頼性向上

イベントタスク： 指定したBOOL形変数が“TRUE”に変化したときに1回実行される。

定周期タスク： 指定した周期毎に実行される。

デフォルトタスク： 常時繰り返し実行される。

タスクの実行イメージ
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2. 共同研究内容 ～Solution⑤～

プログラミング言語（4言語＋1要素）

プログラミング時間の短縮，可読性向上

スキルにあった言語を選択可能

（若者はリレーを知らない，年配者はＣ言語を知らない）
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3. 講習会 ～研究内容の落し込み～

JSIA会員への講習会

2007年： 東京，名古屋，大阪

2009年： 九州（福岡）

2010年： 北海道（札幌）

ここでの意見を反映し、

報告書を一般図書として出版

講習会の様子（札幌）

やさしい国際標準PLC

（オートメレビュー社）
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4. 書籍の紹介 ～Now on sale～

やさしい国際標準PLC

－制御システムの技術的課題解決のために－

読者対象： PLCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ初心者

A4判100頁

販売： オートメレビュー社
定価： 2,500円（税込み，送料別）

但し，PLCopen Japan会員は1,750円

IEC61131-3を用いたPLCプログラミング

－PLC言語の国際規格の解説と応用－

読者対象： PLC開発者

A5変354頁

販売： シュプリンガー・ジャパン株式会社
定価： 4,200円（税込み，送料別）
原著： Karl-Heinz John, Michael Tiegelkamp
監訳： PLCopen Japan
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4. 書籍の紹介 ～What’s new～

“ST言語普及”の為の事例集を製作中 （2011年発表予定）
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ご清聴ありがとうございました


